★「業歴３ヶ月以上１年１ヶ月未満の事業者」または「前年以降の店舗増加等によって、単純な売上高等の前年比較では認定が困難な事業者」は、次のいずれかの緩和要件を適用することができます。

	緩和要件の内容
	使用する様式

	「最近１ヶ月の売上高等」が「最近1ヶ月を含む最近3ヶ月間の平均売上高等」と比較し、20％以上減少している
	
別紙計算書　４－②
（２ページ目）

	「最近１ヶ月の売上高等」が「令和元年12月の売上高等」と比較し20％以上減少し、
かつ
「その後2ヶ月間(見込み)を含む3ヶ月の売上高等」が「令和元年12月の売上高等の3倍」と比較し20％以上減少している
	

別紙計算書　４－③
（３ページ目）

	「最近１ヶ月の売上高等」が「令和元年10~12月の平均売上高等」と比較し20％以上減少し、
かつ
「その後2ヶ月間(見込み)を含む3ヶ月の売上高等」が「令和元年10月～12月の3ヶ月の売上高等」と比較し、20％以上減少している
	

[bookmark: _GoBack]別紙計算書　４－④
（４ページ目）







中小企業信用保険法第２条第５項第４号認定申請にかかる別紙計算書　４－②


１　売上高等
（１）最近１か月間の売上高
	最近の売上高(実績)
	対象年月：　　　年　　　　月

	
	　　　　　千円（Ａ）



（２）上記の期間前２か月間の売上高
	（A）の前２か月間の売上高(実績)
	対象年月：　　　年　　　　月
	対象年月：　　　年　　　　月

	
	　　　　　千円
	千円


上記２か月間の合計金額　　　　　　　千円（Ｂ）

（３）最近１か月を含む３か月間の売上高の平均
	｛（Ａ）　　　　　　　千円 ＋（Ｂ）　　　　　　　千円｝


÷３＝　　　　　　　千円（Ｃ）

２　減少率

（Ｃ）　　　　　　　千円　－ （Ａ）　　　　　　　千円　×　１００　＝ 　　　　％
　　　　　　　（Ｃ）　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　（20％以上の減少であること）

３　売上高等が減少し、又は減少すると見込まれる理由（詳細）
	（災害発生に起因した売上高への影響を記載してください。別添可。）



上記の内容について、事実に相違ありません。
　　　　年　　　月　　　日

住　　所　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
法人名または屋号　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印　






中小企業信用保険法第２条第５項第４号認定申請にかかる別紙計算書　４－③


１　売上高等
（１）最近１か月間の売上高
	最近の売上高(実績)
	対象年月：　　　年　　　　月

	
	　　　　　千円（Ａ）



（２）令和元年12月の売上高
	売上高(実績)
	対象年月：　　　年　　　　月

	
	　　　　　千円（Ｂ）



（３）最近１か月売上高等の減少率
（Ｂ）　　　　　　　千円　－　（Ａ）　　　　　　　　千円　×　１００　＝ 　　　　％
　（Ｂ）　　　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　（20％以上の減少であること）


２　（Ａ）の期間後２か月間の見込み売上高について
	（A）の前２か月間の売上高(見込)
	対象年月：　　　年　　　　月
	対象年月：　　　年　　　　月

	
	　　　　　千円
	千円


上記２か月間の合計金額　　　　　　　　　　　　千円（Ｃ）

３　減少率

（Ｂ×３）　　　　　　　千円　－ （Ａ＋Ｃ）　　　　　　　千円　×　１００　＝ 　　　　％
　　　　　（Ｂ×３）　　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　（20％以上の減少であること）

４　売上高等が減少し、又は減少すると見込まれる理由（詳細）
	（災害発生に起因した売上高への影響を記載してください。別添可。）



上記の内容について、事実に相違ありません。
　　　　年　　　月　　　日
住　　所　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
法人名または屋号　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印　

中小企業信用保険法第２条第５項第４号認定申請にかかる別紙計算書　４－④
１　売上高等
（１）最近１か月間の売上高
	最近の売上高(実績)
	対象年月：　　　年　　　　月

	
	千円（Ａ）



（２）（Ａ）の前２か月間の売上高(見込)
	対象年月：　　　　年　　　　月
	対象年月：　　　年　　　　月

	　　　　　千円
	千円


上記２か月間の合計金額　　　　　　　　　　　　千円（Ｄ）

（３）令和元年10月～12月の売上高
	令和元年10月
	令和元年11月
	対令和元年12月

	　　　　　千円
	千円
	千円


上記３か月間の合計金額　　　　　　　　　　　　千円（Ｂ）

（４）令和元年10月～12月の売上高の平均
	（Ｂ）　　　　　　　　　　　千円


÷ ３ ＝ 　　　　　　　　千円（Ｃ）

２　減少率（イ）

（Ｃ）　　　　　　　千円　－　（Ａ）　　　　　　　　千円　×　１００　＝ 　　　　％
　　（Ｃ）　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　（20％以上の減少であること）

３　減少率（ロ）

（Ｂ）　　　　　　　千円　－　（Ａ＋Ｄ）　　　　　　　千円　×　１００　＝ 　　　　％
　　　　　　　（Ｂ）　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　（20％以上の減少であること）

４　売上高等が減少し、又は減少すると見込まれる理由（詳細）
	（災害発生に起因した売上高への影響を記載してください。別添可。）


上記の内容について、事実に相違ありません。
　　　　年　　　月　　　日
住　　所　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
法人名または屋号　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印　
